
〈校長先生激励のことばから〉　
一つ目は、できていること、できていないことなどいろ

いろなことを考えながら新しいことに挑戦してください。２
つ目は、今、活動できていることが当たり前と思わずに、
周りで支えてくださる方々に常に感謝の気持ちをもって大
会に参加してください。

校長先生、激励のことば

　　　　バレーボール部

 よいチーム目指して 　　　　　Ｋ・Ｙ

私たちの今大会の目標は、サーブを軸に相手を崩し、
ベスト８に入ることです。七月から新チームがスタートし、
国分中と合同で大会に出場します。一緒に練習できる時
間が短く、最初はボールが繋がらないことが多かったで
す。しかし、土日の練習や練習試合を通して、少しずつ
ボールが繋がるようになってきました。新人戦までは、最
初のプレーであるレセプションを向上させて、まずは

ファーストレシーブを上げて繋ぐことを意識して頑張ります。そして、スパイクの打つコース
や強弱にもこだわっていきたいです。コートのどこが空いていて、どこを狙えば決められるの
か¡?相手を崩せるコースはどこなのか¡?練習で意識していきたいです。新人戦まで練習でき
る期間はあまりありませんが、始まりを大事にし、顧問の先生方の指導や仲間のアドバイス
を活かして、今以上によいチームを目指して頑張ります。できないことをできるように、一人
一人が工夫し、これからのチームにとって成長できる意味のある大会にしたいです。

　『感謝の心を持って、挑戦を！』

バレーボール(女) 牧園アリーナ １０月１２～１３日（水～木）

バレーボール(男) 吉松体育館 １０月１２～１３日（水～木）

陸 上 競 技 国分陸上競技場 １１月１７日（木）
推戴式（10/４･火）、左からバレーボール部、弓道部、ソフトテニス部、野球部

姶良・伊佐地区中学校新人大会が来週いよいよ開幕する。新チームになり４ヵ月、夏休
みの練習の成果が試される大会でもある。出場する選手を励ます会「推戴式」が行われ、
各部の代表から力強い決意のことばや指導者、保護者への感謝の気持ちが語られた。新
型コロナウィルス感染症拡大防止のため、保護者の方々の、会場への入場制限など制約
のある中での開催となるが、今 持っている力を出し切ってほしい。

新人陸上は、11月に国分陸上競技場で行われる、また、校内駅伝大会も１２月に控えて
いる。10月は、「体力向上強化月間」、朝ランにチャレンジするなど運動やスポーツに積極
的に参加していこう。

ソフトテニス
ビースポ
テニスコート

１０月１２～１３日（水～木）

軟 式 野 球 国分球場他 １０月１１～１３日（火～木）

弓 道 隼人弓道場 １０月１２日（水）

地区新人いよいよ 推戴式行われる!! 令和４年度 姶良･伊佐地区中学校新人体育大会 日程および会場
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～溝辺中生徒の体力・運動能力向上のために～
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　　　　　　　　　　　　　ソフトテニス部
　　　　負けないくらい声を出して　　　平田　玲奈

私たちソフトテニス部は、十月十二～十三日に行われる
地区新人戦に出場します。新人戦での目標は、団体戦で
決勝トーナメントへ進出すること、個人戦では一勝すること
です。そのために今！私たちは練習を頑張っています。特
に前衛と後衛の動きに力を入れています。でも、私たちは
サーブとレシーブのミスが多いので、いつも練習メニューに
加えています。また、私たちはコート内で声を出すことが少ないので、新人戦では他のチー
ムに負けないくらい声を出したいと思います。学校からの応援よろしくお願いします。

新型コロナウイルス感染拡大防止に関する生徒・保護者の提出物について

生 徒
　①同意書（別紙5）👉記入し顧問へ提出　②体調記録表（別紙１）、行動履歴書（別紙４）
     ☞大会前後２週間記録する。大会当日に顧問へ提出する。

保護者
　①来場者体調記録表（別紙３）※会場へ入場する者のみ👉記入し、大会当日顧問へ提出　②体調記録表（別紙１）
　③行動履歴書（別紙４）☞大会前後２週間記録する。保護者保管

す。私たちは、このメリットを活かしつつ、練習にも大会にも一生懸命取り組みます、学校か
らの応援をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　野　 球　 部　　　　　　
　　　チーム一丸となって　　　　Ｓ・Ａ

溝辺中学校野球部は現在、僕一人で活動しています。
普段の練習では、主に体力つくりに励んでいます。井上先
生との毎日の走り込みは、僕にとってはとても過酷であり、
体力がないことを実感させられます。しかし、練習を積み重
ねるにつれて少しずつではありますが、一定のペースを
保って走れる距離が伸びてきていることも実感しています。
走り込みを行うことは、常に自分自身と向き合うことになります。弱い自分に日々打ち克っ
て成長していきたいと思います。また、最近ではバッティング練習に力を入れて取り組んで
います。部員が一人しかいないということは、一人でたくさん打つことができる！とポジティ
ブに捉え、たくさんバットを振り、家に帰ってからも父にアドバイスをもらいながら自主練習を
行っています。手にマメをつくり、そのマメをつぶしながら頑張っています。

地区新人戦には、蒲生中学校二名、栗野中学校八名、計十一名の三校合同チームで出
場します。週末に合同練習をする際は、守備練習やバッティング練習を中心に行っていま
す。日ごろ一緒には練習しませんが、その分、声を掛け合い、お互いに守備の連係や走塁
などを確認しながら練習に励んでいます。これまでの試合では、なかなか自分の力を発揮
することはできませんでした。地区新人大会では、練習の成果を発揮できるように、よい準
備をしっかりしていきたいと思います。チーム一丸となって、まずは一勝できるように一球入
魂で頑張りますので応援よろしくお願いします。

　　　　　  　弓　　道　　部
　　　メリットを生かす　　　Ｓ・Ｙ

 私たち弓道部は、十月の新人戦に出ます。男子は一
チーム、女子は二チーム出場します。

今大会での目標は、一年生は一本は的に当てることで、
二年生は二本は的に当てることです。私たちは、人数が他
の学校よりも少なくて不利なところがあります。しかし、人数
が少ないため他の学校よりも一人一人の練習量が多く、お
互いの射を何度も見てみんなで修正できるメリットもありま


